
はたナビプロ ニューノーマル版
解決策提案シート

これからのオフィスづくり と 新しい働き方 に向けて

防災あんしんあんぜん①
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効率性① 効率的な会議の仕方

効率性② 効率的な社内コミュニケーション

効率性③ 日々の業務のムダ削減

快適性

快適性② ONを活かすためのOFFの取り入れ方

創造性① 個人の創造性を刺激する働き方

創造性② チームの創造性を促進する働き方

ABW 働く場所や時間を選べる働き方

効率性

快適性① 誰もが気持ちよく働ける環境づくり

創造性

ABW

あんしん
あんぜん

あんしん・あんぜん① 防災

あんしん・あんぜん② セキュリティ

あんしん・あんぜん③ 感染症対策

診断レポートから見る “働きやすさ”の課題は

「はたナビプロ ニューノーマル版（NN版）」の結果から、新しい働き方と“働きやすさ”を追求していきましょう

「はたナビプロ ニューノーマル版（NN版）」をご利用いただきありがとうございました。
先行きが不透明で、不確実性が高まる中、ワーカー1人ひとりの声からわかった課題やテーマを基に、改善のご提案と新しい働き方の推進をさせていただきます。

「4S」視点で見直し

物理的セキュリティと技術的セキュリティ

感染拡大を防ぐ基本指針

キーワードテーマ

時間を意識した会議、目的に応じたレイアウト変更

タイムリーな報・連・相、気軽な打合せ

作業のムダ・書類探しのムダ削減

職種や業務に応じた働く環境づくり、モチベーションアップ

リラックスできる、活用しやすいリフレッシュスペース

集中ワーク、深い思考ができる環境づくり

人と情報の交流、偶発的なコミュニケーション

「場」「ツール・IT」「運用ルール」視点で働きやすさ追求

あんしん・あんぜん① 防災
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コクヨの防災ソリューション Re:ソナエルとは？

阪神大震災以降、企業に防災という業務が定着し、東日本大震災の経験から運用面への関心が広まりました。
加えて近年では働き方の多様化に伴い、従来型の防災では対応が困難になってきています。

働き方の変化に対応した防災ソリューション それが、Re:ソナエルです。

防災業務の定着

[はじめる]
＞必要数量の試算
＞用品の選定

1995-

運用課題の顕在化

[つづける]
＞期限管理や処分
＞備蓄リストの更新・引継ぎ

2011-

帰宅難民

ワーカー型への変化

[みなおす]
＞ワークプレイスの中での配置
＞個人の防災意識向上

2020-

働き方の変化
働く環境の多様化

ABW

オフィスでは、いつでも誰でも利用できる
サービスが必要になります。
・シエアードデスク
・シエアードサービス

防災に対する見直しの変遷

いつも会社に総務担当者がいるとは限りません。
いつでも、誰でもすぐに利用できることが重要です

いつも目にする

わかりやすい

整理しやすい

PARTS-FITシリーズはわかりやすい！

あんしん・あんぜん① 防災
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防災を見直す４Ｓ視点

防災を見直す４つの視点が４Ｓです。４つの悩みにお答えします。

Selection

[ラインナップに関する項目]

System

[管理運用に関する項目]

Space ＆ Location

[保管スペース・配置場所に関する項目]

Self-knowledge

[ワーカー・会社全体の防災意識に
関する項目]

例：

□ 食品など特定の品目のみが充実していないか
□ 平常時の主観（好み）で選定していないか
□ 食べたあとのゴミ等、プロセス全体で検討しているか

例：

□ 備蓄数量の算出基準が設定・更新されているか
□ 品番など、買替時に必要な情報を記録しているか
□ 作成者外にも分かる平易な管理シートになっている
か

例：

□ 適度に分散配置をしているか
□ 使用用途に合った場所に配置されているか
□ 一般用品との区別ができるようになっているか

例：

□ ある程度、見える場所に備蓄がされているか
□ 防災イベントへの参加募集に工夫がなされているか
□ 公助や会社の防災の限界を伝える取り組みがあるか

あんしん・あんぜん① 防災
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まずは、４Ｓ視点で診断しましょう

２０問の設問に回答いただきます

４Ｓ結果をレーダーチャートで評価します

あんしん・あんぜん① 防災

診断シート

診断結果報告書

防災管理者視点での診断です。管理者の方に回答いただきます。
※はたナビPROでは、ワーカー視点で回答いただきました。ワーカー視点の課題を、管理者視点で見直すことが必要です。



Copyright (C) Kokuyo, All Rights Reserved.

４Ｓ視点 Selection

Selection [ラインナップに関する項目]

備蓄品を３分類にてご提案します。

基本備蓄とは東京都帰宅困難者条例や各種ガイドラインにて定められる
１人３日あたり水９L、食料９食、トイレ１５回分、寝具１枚に該当するもの。

深掘備蓄とは基本備蓄の周辺用品などで、それらの使用を補助するもの。
（例：トイレットペーパー）

拡張備蓄とは基本備蓄以外のシーンをカバーするもの。
（例：救急用品）

基本備蓄 拡張備蓄

深掘備蓄

対応深度 level

対応幅 range

HOWを検討する備蓄
基準に対して、どこまで、どう備蓄するか

WHYを検討する備蓄
何のために、どこまで、備蓄するか

保存水/非常食/トイレ/寝具
×３日分

左記以外の用品
（救急用品など）

ゴミ袋など基本備蓄の周辺で必要なもの

あんしん・あんぜん① 防災
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４Ｓ視点 Space ＆ Location

Space＆Location

収納・配置（レイアウト）計画をご提案します。

[保管スペース・配置場所に関する項目]

発災時に
・直ぐにいるものはオフィス内の近くに
・滞留時に必要なものは、倉庫になど・・・バランスを考えて配置します。

※全てが別倉庫に山積みになっているようでは、いざ必要なときに機能しません。

働き方の多様化で、個人席の無いオフィ
スが増えています。オフィス内のわかり
やすいところに集中管理する方法があり
ます。
※収納シミュレーション提案いたします
（右図イメージ）

防災備蓄品の配置 時系列による考え方

あんしん・あんぜん① 防災
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４Ｓ視点 System

System

継続できる運用管理方法をご提案します。

[管理運用に関する項目]

50-3000名規模の企業防災担当者618名へのアンケート結果より（2018年コクヨ調べ）

防災に関する見直したいテーマは？

管理しやすいリストの作成

管理しやすい備蓄品のカタチ

見直したいテーマの第一位は、
「防災用品の管理・運用」でした。

リストは簡単すぎる、複雑でわかりにくいなど・・・様々です。
必要最低限の項目をきっちりメンテしましょう。
特に「算出基準」や「更新期限」を予め決めて、記載しておくと管理がとて
もスムーズになります。

備蓄品の形や表記、収納方法が
バラバラですと、とても管理が
できません。

サイズをモジュール化し、内容
表示もわありやすい『パーツ
フィット』なら管理もしやすく、
収納効率も上がります。

あんしん・あんぜん① 防災
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４Ｓ視点 Self-knowledge

Self-knowledge [ワーカー・会社全体の防災意識に関する項目]

ワーカーの意識を高めるイベントやワークショップをご提案します。

伝える・目にする・触れる 防災備蓄品に触れる

発災時の体験シミュレーション

ワーカーの防災意識を高める３つのポイントです。
〇伝える
会社でできること、できないことをきっちりと伝えておきましょう。
例えば水は備蓄しているが、スマホのバッテリーや個人の常備薬はありません。
個人の心がけが重要です。

〇目にする
備蓄品はが常に目に入るとあんしんです。いざとうときに使うことができます。

〇触れる（体験する）
備蓄品に触れ、体験しておくこと、また発災時の状況を体験しておくことは極
めて重要です。イベントは、楽しく行うことで参加意欲が高まります。

防災用の食品やトイレ、ヘルメッ
ト・・・あなたは、使い方がわか
りますか？
ワークショップで楽しく体験する
だけで、あんしん感が高まります。
少なくとも自分のことは、自分で
できるようにしておきましょう。

あなたは、発災後に帰宅する際、
いつ、何を持って、どのような
ルートが帰りますか？
2011年の帰宅難民問題を起こさ
ないよう、事前にシミュレー
ションしておきましょう。

総務で備蓄しているもの
個人で準備・心がけるもの

体験型ワークショップ

あんしん・あんぜん① 防災
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PARTS-FITシリーズについて

✅ オフィス内収納庫に設置することを想定した省スペース設計

✅ 共通規格サイズのため、移転やレイアウト変更時にも対応

✅ 内容物ピクトや期限情報などがフェイス面に表示され、使用時、管理時にも最適

防災備蓄ユニット、パーツフィットを活用した持続可能な防災備蓄体制の構築をご提案いたします。

あんしん・あんぜん① 防災
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ABWにおける防災備蓄品について

オフィスでは共用スペースに

個人用備蓄セットであれば、どこでも共通アイテムで運用することができます。
水、食料、トイレ、ブランケットが一つの箱に入っています。

オフィスではわかりやすく目につく場所に収納します。
個人用備蓄セットはA4ファイルボックスサイズで、収納庫に
効率よく収納できます。
数量は、出社率に基づきを設定します。

在宅ではデスクや棚に

在宅での仕事にともなう消耗品や備品は、会社負担のポイ
ント制で購入できる制度づくりが普及しはじめています。
個人用備蓄セットはデスクワゴンや棚にスッキリ収納できます。

あんしん・あんぜん① 防災


